
ト
ピ
ッ
ク
ス

蜂
ヶ
峯
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
3

和
木
町
制
施
行
4
0
周
年
記
念
式
典

１
・
２
Ｐ

9・
10
Ｐ

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

483
483

平
成
2
3
年

平
成
2
5
年

和
木
町
制
施
行
4
0
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催



写生
大会
受賞
者

写生
大会
受賞
者

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

町
長
賞

幼
稚
園
の
部　

鈴
木
沙
奈
（
岩
国
市
）

低
学
年
の
部　

中
さ
こ
あ
い
み
（
岩
国
市
）

高
学
年
の
部　

村
中
瑠
莉
（
和
木
町
）

一
般
の
部　
　

中
佐
古
千
恵
子
（
岩
国
市
）

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
賞

幼
稚
園
の
部　

鈴
木
眞
央
（
岩
国
市
）

低
学
年
の
部　

嘉
屋
歩
美
（
和
木
町
）

高
学
年
の
部　

佐
藤　

翔
（
和
木
町
）

一
般
の
部　
　

佐
野
惠
子
（
岩
国
市
）

審
査
員
特
別
賞
（
一
般
の
部
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　

三
分
一
貴
司
（
岩
国
市
）

　
　
　
　
　
　
　

市
岡　

明
（
岩
国
市
）

ロー
ズコ
ンサ
ート

ロー
ズコ
ンサ
ート

ローズ親子写生大会ローズ親子写生大会

森脇親子と中村桂子さんによる
ローズコンサート

入賞された皆さん

1



町制40周年○×クイズ町制40周年○×クイズ○×クイズ決勝○×クイズ決勝

○×クイズ予選○×クイズ予選

優勝したサーナウスキー龍くん

フリーマーケット

和木中学校吹奏楽部ＯＢ会演奏 和木紅鴉による「よさこい」
べにがらす

ほいけんたのものまねショー 四境太鼓

　

５
月
25
日
・
26
日
、
蜂
ヶ
峯
ロ
ー
ズ
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
３
実
行
委
員
会
主
催
の
ロ
ー
ズ

フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
町

制
施
行
40
周
年
を
記
念
し
、
２
日
間
に
わ
た

り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
が
多
数
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢

の
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

25
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、「
ロ
ー
ズ

親
子
写
生
大
会
」。
１
０
９
名
の
参
加
者
は

１
７
０
種
、
３
，７
０
０
株
の
バ
ラ
に
囲
ま

れ
な
が
ら
、
絵
具
や
ク
レ
ヨ
ン
を
使
っ
て
満

開
の
バ
ラ
を
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
描
き
ま

し
た
。

　

26
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
中
礒
実
行
委

員
長
、
古
木
町
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
、
そ
の

後
、各
会
場
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、「
町
制
40
周
年
○

×

ク
イ
ズ
」。
正
解
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
、

歓
声
と
悲
鳴
が
響
き
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
は
、
サ
ー
ナ
ウ
ス
キ
ー

龍
く
ん
が
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

2



中礒利博  議長小林秀嘉  副議長

ま
ち
の
話
題

第
２
回
和
木
町
議
会
臨
時
会

地
元
で
の
就
職
機
会
確
保
を
呼
び
か
け

　

５
月
10
日
、「
平
成
25
年
第
２
回
和
木
町

議
会
臨
時
会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
１
件
、

議
案
１
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
長
に
中
礒
利
博
さ
ん
、
副
議
長

に
小
林
秀
嘉
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
３
号

和
木
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
関
す
る
専

決
処
分
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
承
認
】

議
案
第
33
号

和
木
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

５
月
の
「
求
人
確
保
促
進
月
間
」
に
際
し
、

町
内
の
５
事
業
所
を
町
長
が
訪
問
し
、
新
規

卒
業
者
や
未
就
職
卒
業
者
の
採
用
等
を
要
請

し
ま
し
た
。
継
続
し
た
要
請
活
動
と
事
業
所

の
配
慮
の
結
果
、
新
規
採
用
者
や
採
用
見
込

者
数
は
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

　

５
月
12
日
、
町
内
全
域
で
「
町
内
一
斉
清

掃
」
が
行
わ
れ
、
朝
早
く
か
ら
多
く
の
住
民

の
方
が
参
加
し
、
地
域
の
環
境
美
化
の
た
め

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
の
公
園
や
広
場
、
集
会
所
、
街
路
、

水
路
な
ど
の
雑
草
や
ご
み
、
泥
な
ど
２
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
34
台
分
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
今
後
も
和
木
町
の
環
境
美
化
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
一
斉
清
掃
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

要望書を受け取る　永松工場長
( 左：三井化学株式会社岩国大竹工場 )

要望書を受け取る　後藤副所長
( 左：JX 日鉱日石エネルギー株式会社麻里布製油所 )

ま
ち
の
話
題

あ
い
あ
い
苑
で
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
活
動
強

化
週
間
中
の
５
月
14
日
、
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
（
森
田
眞
須
美
会
長
）
の
16
名
が

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
わ
き
あ
い
あ
い
苑
」

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
は
主
に
施
設
内
の
窓
や
棚
の
水

拭
き
や
隅
に
溜
ま
っ
た
埃
を
丁
寧
に
ふ
き
と

り
、
男
性
委
員
は
、
庭
一
面
に
生
え
た
雑
草

を
丁
寧
に
刈
り
取
る
な
ど
、
皆
さ
ん
は
大
変

熱
心
に
作
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

約
２
時
間
の
作
業
で
苑
内
は
見
違
え
る
ほ

ど
美
し
く
な
り
、
入
所
者
も
快
適
に
過
ご
さ

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 ほ

こ
り
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５
月
17
日
、
文
化
会
館
で
行
政
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
空
母
艦
載
機
の
岩
国
飛
行

場
へ
の
移
駐
遅
延
、
三
井
化
学
株
式
会
社

に
お
け
る
抜
本
的
安
全
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
、
岩
国
錦
帯
橋
空
港
の
利
用
状

況
、い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
整
備
計
画
、
町
制
施
行
40
周
年
記
念
式

典
、
和
木
小
学
校
新
校
舎
落
成
式
、
第
28

回
全
国
健
康
福
祉
祭
や
ま
ぐ
ち
大
会
の
７

項
目
に
つ
い
て
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
災
害
時
の
情
報
収
集
・

情
報
伝
達
に
つ
い
て
や
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
災
害
対
策
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
際
の

津
波
対
策
等
に
つ
い
て
、
町
職
員
と
自
治

会
長
が
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

和
木
小
学
校
新
校
舎
見
学
会

ま
ち
の
話
題

行
政
懇
談
会

　

長
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
を
務
め
、
退

任
さ
れ
た
２
名
の
方
に
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（　

）
内
は
在
任
期
間
・
地
区

村
重　

瀧
男
さ
ん
（
12
年
・
瀬
田
２
）

森　
　

達
則
さ
ん
（
８
年
・
中
開
）

　

ま
た
、
次
の
６
名
の
方
が
新
た
に
自
治

会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
新
自
治
会
長
】（
敬
称
略
）

村
中　

正
紀
（
関
ヶ
浜
１
自
治
会
）

谷
鶴　

敏
之
（
瀬
田
２
地
区
自
治
会
）

佐
藤　

昌
弘
（
つ
つ
じ
ヶ
丘
自
治
会
）

島
﨑　
　

均
（
下
組
自
治
会
）

安
村　

義
博
（
曙
自
治
会
）

金
林　

盛
昭
（
中
開
自
治
会
）

ま
ち
の
話
題

退
任
自
治
会
長
へ
感
謝
状

　

５
月
12
日
に
和
木
小
学
校
新
校
舎
を
見

学
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
校
舎
の
一
般
開

放
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
１
３

５
名
の
見
学
者
が
小
学
校
を
訪
れ
ま
し

た
。
来
場
さ
れ
た
方
々
は
、
新
し
く
な
っ

た
教
室
や
図
書
室
・
体
育
館
を
見
て
廻

り
、
机
や
イ
ス
の
感
触
を
確
か
め
な
が
ら
、

「
も
う
一
度
小
学
校
に
行
き
直
し
た
い
。」

な
ど
思
い
思
い
に
校
舎
を
見
学
し
て
い
ま

し
た
。

森　   達則  さん 村重  瀧男  さん

中村  ミサヲ  さん

廣田  太一  さん新庄　　孝  さん

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

次
の
方
々
が
、
満
１
０
０
歳
、
満
90
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
か
ら
長
寿
の
お
祝

い
と
し
て
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

●
満
１
０
０
歳

４
月
９
日　

廣
田
太
一
さ
ん

５
月
15
日　

新
庄　

孝
さ
ん

●
満
90
歳

５
月
16
日　

中
村
ミ
サ
ヲ
さ
ん　

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

4



423

　「わきあいキッズ」は、主に小学生を対象に、放課後や
休日の居場所をつくると共に、いろいろなことを体験し、
仲間や地域の方々との交流を深めることを目的とした活
動です。
　今年度は約７０名が登録し、それ
ぞれの活動に取り組んでいます。早
速、５月８日（水）には外・昔あそび
が始まりました。順次、広報わきや
和木チャンネルにて活動の様子をお
知らせしていきます。

　５月２０日に、本年度１回目の社会教育委員会議が開催され、
各主管より年間計画の説明等があり、活動方針等の確認がされ
ました。
　今年度は、「地域協育ネット」の周知・拡大を目指して、ま
ちづくりに携わる方々や組織、あるいは、それぞれの取組の「つ
ながり」を大切に、各事業に取り組んでいきたいと思います。

　自分たちの成人式を、自分たちでつくりあ
げてみませんか。

＜対　象＞
平成５年４月２日から、平成６年４月
１日までに生まれた方で、和木町在
住または和木中学校を卒業された方

＜仕事内容＞
　成人式の企画・運営
　アトラクションの企画・運営

＜成人式日時＞　～予定～
平成２６年１月１２日（日）
受　付：１０時３０分～
式　典：１１時～１１時３０分
アトラクション：１２時～１３時

応募・問合せ
　教育委員会
　（☎５３―３１２３）

平成26年成人式
　　　実行委員募集！
平成26年成人式
　　　実行委員募集！

第１回社会教育委員会議第１回社会教育委員会議

放課後子ども教室「わきあいキッズ」放課後子ども教室「わきあいキッズ」

議　長　沖　　道明
副議長　西田　敏子
委　員　川畑　博子、安村　佳代、髙橋由美子、福村　正樹
　　　　重岡　良典、石角　仁士、弓立　洋二、守田　　浩
　　　　吉田　浅美、小倉　常雄、湯浅　正行、田尾　　勲
　　　　山下　一雄
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小手鞠るい著
今野敏著
吉田修一著
小川洋子著
諸田玲子著
熊谷達也著
畠中恵著

石田衣良著
乾緑郎著

イーディス・パールマン著　古屋美登里訳

おかべりか作・絵
種村有希子作・絵

バレリー・ゴルバチョフ作・絵　まえざわあきえ訳
石津ちひろ作　猫野ぺすか絵

　
いとうみく作　佐藤真紀子絵

　
トミー・ウンゲラー作・絵　おおさわちか訳

みやこしあきこ作・絵
横山充男作　よこやまようへい絵

黒川みつひろ作・絵

イエニー・ヤーゲルフェルト作　ヘレンハルメ美穂訳

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜CD＞
☆ZERO/angela
☆ザ・パスト・マスターズ vol.1/ ゴールデンボンバー
☆ENCORE SHOW/SCANDAL 
☆Stranger/ 星野源
☆あの・・出会っちゃってるんですケド。/遊助
☆LAND/ ゆず
☆人生×僕＝/ONE OK ROCK
☆2013 GRAMMY NOMINEES
☆『小澤征爾さんと、音楽について話をする』で
　聴いたクラシック /小澤征爾×村上春樹
☆ザ・ベスト こどものうた～さんぽ～

＜一般書＞
『美しい心臓』
『クローズアップ』
『愛に乱暴』
『いつも彼らはどこかに』
『来春まで　お鳥見女房』
『調律師』
『ときぐすり』

『余命一年のスタリオン』
『鬼と三日月　山中鹿之助、参る！』
『双眼鏡からの眺め』

＜児童書・絵本＞
『ふわふわするのもしごとです』　
『きいのいえで』
『ほら、ぼくペンギンだよ』

『カラスのスッカラ』
『かあちゃん取扱説明書』　

『ぼくのくつ　どこいった？』　

『これ　だれの？』
『夏っ飛び！』　
『勇者のツノ』
『わたしは倒れて血を流す』

6月の休館日

72
9 14

3
10

4 5
12

6
13
20 21 22

2330 26 27 28 292524

1
8

16 17 18 19
1511

日　時　６月８日（土）　９時３０分～１２時

場　所　保健相談センター

日　時　6月１5日（土）
　　　　１０時３０分～１１時
　　　　おはなし会サークル「ゆびとま」

対象者　幼児・小学生
場　所　図書館おはなしの部屋
問合せ　図書館
　　　 （☎５４－０２２２）

図書館や、お話会サークル『ゆびとま』も参加します！
　　だっこしてギュッとする、
　　　　親子のふれあいお話会
　　絵本や育児書の閲覧コーナー
　　しおり作りコーナー
ぜひお越しください☆

おはなし会おはなし会
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皆
さ
ん
は
「
コ
食
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
は
孤
食
（
一
人
で
食
べ
る
食
事
）、

個
食
（
一
緒
の
食
卓
で
も
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ

の
も
の
を
食
べ
る
こ
と
）、
固
食
（
同
じ
も

の
ば
か
り
の
食
事
）、
小
食
（
い
つ
も
食
欲

が
な
く
食
べ
る
量
が
少
な
い
こ
と
）、
粉
食

（
パ
ン
や
麺
類
、
粉
物
な
ど
の
柔
ら
か
い
も

の
ば
か
り
の
食
事
）、
虚
食
（
食
べ
る
意
欲

が
な
い
こ
と
）、
子
食
（
子
ど
も
だ
け
で
の

食
事
）、
戸
食
（
外
食
ば
か
り
の
食
事
や
歩

き
な
が
ら
食
べ
る
こ
と
）
な
ど
の
問
題
の
あ

る
食
べ
方
を
示
し
て
い
ま
す
。
特
に
孤
食
・

子
食
に
つ
い
て
は
20
年
以
上
前
か
ら
言
わ
れ

て
お
り
、現
在
で
も
小
学
生
の
５
人
に
１
人
、

中
学
生
の
３
人
に
１
人
が
朝
ご
飯
を
１
人
で

食
べ
て
い
る
そ
う
で
す
。

良
く
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
っ
て
家
族
揃
っ

て
食
事
を
す
る
機
会
は
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
い
つ
も
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
す
る
の

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
し
か
し
、

孤
食
の
反
対
で
あ
る
共
食
は
「
一
緒
に
食
べ

る
」こ
と
だ
け
を
指
す
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
に
し
よ
う
か
一
緒
に
考
え

た
り
、
買
い
物
・
料
理
・
配
膳
・
食
器
洗
い

な
ど
の
ど
こ
か
で
食
事
に
関
わ
る
こ
と
や
、

食
事
の
感
想
を
話
し
た
り
聞
い
た
り
す
る
の

も
広
い
意
味
で
の
共
食
と
言
え
ま
す
。

ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
、
一
緒

に
食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。　
　

ま
た
、
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、
買
い
物
・

調
理
が
お
っ
く
う
に
な
り
が
ち
な
一
人
暮
ら

し
の
方
も
友
達
を
誘
っ
て
食
事
を
し
た
り
、

時
に
は
地
域
の
食
事
会
や
食
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
食
事
の
楽
し
さ
を
再
確

認
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

家
族
や
仲
間
と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
食
事
は
心
も
体
も
元
気
に

し
て
く
れ
ま
す
。食
育
月
間
を
機
会
と
し
て
、

ぜ
ひ
団
ら
ん
と
し
て
の
食
に
つ
い
て
も
振
り

返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

６
月
は
食
育
月
間
、
毎
月
19
日
は
食
育
の

日
で
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
「
食
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
コ
食
」
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

和
木
町
食
育
推
進
計
画
で
は
次
の
５

つ
の
目
標
を
掲
げ
、推
進
し
て
い
ま
す
。

①
団
ら
ん
と
し
て
の
食
を
大
切
に
す
る

②
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る

③
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
身
に
つ

け
る

④
食
事
の
マ
ナ
ー
を
守
る

⑤
食
へ
の
感
謝
の
心
を
も
つ

こ
し
ょ
く

日　時　☆　７月１日㈪　１０時～１１時３０分
場　所　☆　保健相談センター講堂
対　象　☆　未就園児とその保護者約１５組
申込み　☆　６月２４日㈪まで。
主　催　☆　和木町母子保健推進協議会
問合せ　☆　保健相談センター（☎５２－７２９０）

～歯・口腔の健康は健診から～
　無料口腔健診及び相談を実施します
日　時　６月４日㈫～１０日㈪（日曜日は除く）
場　所　県下の山口県歯科医師会会員の歯科医院
　　　　（事前に電話でお申し込み下さい）
対　象　県民
料　金　無料
問合せ　山口県歯科医師会
　　　　　☎083－928－8020

ワンポイントアドバイス　～片づけ編～
○入れ物にマークをつけるなど分別しやすくしてあげ
ると、片付ける場所が分かりやすくなります。

（和木町母子保健推進協議会）

～ 子育て中のパパ、ママへ ～

と　き　６月２８日㈮　１０時～１１時３０分
内　容　アロマテラピー
準　備　材料費５００円、タオル
申込み　６月２１日㈮まで
　　　　（先着１５名）
会場および問合せ先
　　　　保健相談センター
　　　　（☎５２－７２９０）

元気アップ教室

「自分でできることは
　　　　　自分でさせましょう」
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行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

子宮がん検診★

総合健診★

子宮がん検診★

プレイルーム
すくすく計測相談会
元気アップ教室★
健康相談

プレイルーム
健康相談

9：00～10：50
13：00～ 14：50

8：00～ 9：50

9：00～10：50
13：00～ 14：50
10：00～ 15：00
13：30～ 14：30
10：00～ 11：30
9：30～10：30
10：00～ 15：00
9：30～10：30

保健相談センター
　

保健相談センター
　

保健相談センター
　

保健相談センター
　

保健相談センター
体育センター
保健相談センター
体育センター

6月17日㈪
6月18日㈫
19日㈬
20日㈭
21日㈮
22日㈯
24日㈪
25日㈫

26日㈬

27日㈭

28日㈮
7月 3日㈬

4日㈭
11日㈭

　★は申込みが必要です。
　　※6月20日㈭は、プレイルームはお休みです。

申込み済みの方

申込み済みの方

申込み済みの方

乳幼児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方
一般の方

（6月17日～7月12日）

●作り方
①下準備
　ベーコン・キャベツ…短冊切りにする。
　じゃがいも…薄いいちょう切りにする。
　グリンピース…水を切っておく。
②煮る
鍋を熱し、ベーコンを炒め、脂が出てきたらじゃ
がいも、キャベツを炒める。
ⓐと水を加えてじゃがいもが柔らかくなるまで煮
る。
豆乳とグリンピースを加えて一煮立ちさせる。

（１人分エネルギー１２５キロカロリー）

色々な野菜の摂れるマイルドなスープが出来上が
ります。

（和木町食生活改善推進協議会　５班）

キャベツ……………………240 g
じゃがいも…………………120 g
グリンピース（水煮）……1/2カップ
ベーコン…………………2枚（30g）
水……………………………300㎖
豆乳…………………………300㎖
　　コンソメ…………………1個
　　しょうゆ……………小さじ2
　　塩…………………小さじ1/6
　　こしょう…………………少々

野菜の豆乳スープ（材料４人分）
6月

ⓐ

　総合健診を申込みされた方には受診票のセットを
お配りしました。必ず開封して、内容を確認してく
ださい。特に通知書には、指定の受付日・受付時間を
記載していますので、都合が合わない場合は健診の
３日前までに保健相談センターへご相談ください。
　健診車（バス）が３台駐車しますので、保健相談セ
ンター付近は駐車できません。お車でのご来場はご
遠慮ください。ご迷惑をおかけしますが、ご協力を
お願いいたします。

〈その他の注意事項〉
●受診票にはすべて鉛筆、またはシャープペンシル
で濃く記入してください。
　（特定・高齢健診は、マークシート方式です。）
●国民健康保険と後期高齢者保険の方は、保険証を
持参してください。
●健診料金はつり銭が要らないように、準備してい
ただきますようご協力をお願いします。
●詳しくは添付の｢健診の正しい受け方｣を、お読み
ください。

　乳がん検診を申し込んだ方には、総合健診のセッ
トとは別便で受診券をお届けしました。受診券の上
部分に記載してある注意書きをお読みください。指
定医療機関名簿の中から医療機関を選び、予約の連
絡をしてください。受診票は医療機関にあります。
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

総合健診のお知らせ総合健診のお知らせ

乳がん検診のお知らせ乳がん検診のお知らせ
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５
月
23
日
、文
化
会
館
に
、来
賓
、表
彰
者
、

出
演
者
、
一
般
客
な
ど
約
４
５
０
名
を
集
め

盛
大
に
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
和
木
小
６
年
66
名

の
合
唱
隊
が
、
こ
の
日
の
為
に
約
20
年
ぶ
り

に
「
和
木
の
よ
い
子
」
を
復
活
さ
せ
、
和
木

小
卒
業
生
は
懐
か
し
く
聞
き
入
り
ま
し
た
。

森
脇
親
子
＆
中
村
桂
子
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
微

笑
ま
し
い
姿
と
堂
々
と
し
た
素
晴
ら
し
い
演

奏
に
感
動
。
40
年
間
の
歴
史
を
綴
っ
た
映
像

で
は
、
若
き
日
の
自
分
が
映
し
出
さ
れ
た
人

も
お
り
、
歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

上
岡
副
町
長
の
開
式
の
辞
と
、
和
木
中
吹

奏
楽
部
員
14
名
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
華
や

か
に
式
典
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
、
ま
た
、
藤
川
諒
平
和
木
中
生

徒
会
長
と
西
村
来
美
副
会
長
の
発
声
に
よ
る

和
木
町
民
憲
章
唱
和
（
表
紙
）
で
は
、
来
場

者
全
員
が
起
立
し
、
斉
唱
お
よ
び
唱
和
し
、

愛
国
、
愛
町
の
心
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

　

古
木
町
長
は
、「
こ
の
40
年
間
の
和
木
町

の
歩
み
を
、町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
共
有
し
、

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
継
承
し
、
さ
ら
に

誇
れ
る
町
と
し
て
、
安
心
と
夢
が
と
も
に
あ

る
、
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
、
皆
さ
ま

と
共
に
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
て
参
り
た
い
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

中
礒
議
会
議
長
は
、「
和
木
町
40
周
年
を

祝
う
と
共
に
、

本
町
の
さ
ら
な

る
発
展
と
町
民

福
祉
の
向
上
の

た
め
、
一
丸
と

な
り
努
力
し
ま

す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
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こ
れ
ま
で
、
町
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
１
５
０
組
の
個
人
・
団
体
の
表
彰
も
行

い
、
代
表
12
名
に
町
長
が
表
彰
状
や
感
謝
状

を
授
与
し
ま
し
た
。
特
に
、
百
歳
を
迎
え
た

廣
田
太
一
さ
ん
が
登
壇
、
降
壇
さ
れ
る
お
元

気
な
姿
は
、
皆
の
心
を
打
ち
ま
し
た

　

藤
部
秀
則
副
知
事
（
右
上
）、
畑
原
基
成

県
議
会
副
議
長
（
右
下
）
に
も
お
忙
し
い
中
、

来
町
の
上
、
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
の
『
北
海
道
恵
庭
市
』
か
ら
も

原
田
裕
市
長
、
鷹
羽
茂
議
長
、
大
川
健
一
山

口
県
人
会
長
、
市
幹
部
３
名
の
合
計
６
名
も

の
方
々
が
、
は
る
ば
る
40
周
年
の
お
祝
い
に

駆
け
つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
原
田
市
長

（
左
）
か
ら
は
姉
妹
都
市
の
「
絆
」
を
改

め
て
感
じ
さ
せ

る
心
温
ま
る
御

祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
演
台

の
脇
の
豪
華
な

飾
り
花
も
恵
庭

市
の
お
気
遣
い

で
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

教
育
委
員
会
が
作

成
し
た
「
和
木
町
歴

史
探
訪
産
業
編
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映

も
大
人
か
ら
小
学

生
ま
で
興
味
を
持

ち
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ラ
ス
あ
ひ

る
は
、
山
口
県
民

の
歌
「
み
ん
な
の

ふ
る
さ
と
」と「
和

木
町
民
歌
」
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
今
や
全
国
的

に
も
人
気
者
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
「
ち
ょ

る
る
」
も
登
場
し

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

締
め
は
、
小
林
秀
嘉
副
議
長
の
発
声
で
全

員
に
よ
る
万
歳
三
唱
を
行
い
、
式
典
を
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
御
臨
席
、
御
協
力
い
た
だ

い
た
全
て
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

和
木
郵
便
局
で
は
、
40
周
年
を
機
に
和
木

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
消
印
を
作
り
、
記
念
の
ス

タ
ン
プ
入
り
葉
書
を
売
っ
て
い
ま
す
。

自治功労賞個人
沖道明さん

教育文化功労賞個人
芦山則次さん

産業功労賞個人
藤川靹道さん

厚生功労賞個人
村中義明さん

生誕功労賞
廣田太一さん

社会事業功労賞個人
吉國芳夫さん

善行表彰個人
藤本高士さん

団体産業功労賞
廣澤暉大さん

団体社会功労賞
牧島美智江さん

団体善行表彰
村上庄一さん

奨励賞
上村育子さん（代理）

感謝状
小倉常雄さん
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行

政

相

談

山
口
県
人
権
推
進
指
針

特
設
人
権
相
談
所

子
育
て
サ
ロ
ン「
た
ん
ぽ
ぽ
」

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

寄

付

の

お

礼

和
木
町
長
選
挙
立
候
補

予
定
者
説
明
会

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
制
度

人
権
に
関
す
る
取
組
の〝
キ
ー
ワ
ー
ド
〞

　

じ
ゆ
う
（
自
由
）

　

び
ょ
う
ど
う
（
平
等
）

　

い
の
ち
（
生
命
）

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
６
月
20
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

日　

時
▼
６
月
７
日
㈮　

９
時
30
分
〜
12
時

場　

所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

相
談
員
▼
和
木
町
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

和
木
地
区
在
住
の
匿
名
様
か
ら
町
に
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
寄
付
者
の
希

望
に
よ
り
、
町
内
の
環
境
対
策
費
の
一
部

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

山
口
県
で
は
、
人
間
尊
重
を
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
、「
県
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
た
心
豊
か
な
地
域
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め
の
基
本
指
針
と
な
る
「
山
口
県

人
権
推
進
指
針
」
を
策
定
し
、
総
合
的
な
人

権
に
関
す
る
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

〜
親
子
で
遊
び
、
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

子
育
て
サ
ロ
ン
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
親
子

同
士
、
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

対　

象
▼
幼
稚
園
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者

日　

時
▼
６
月
18
日
※
毎
月
第
３
火
曜
日

10
時
〜
11
時
30
分

場　

所
▼
和
木
２
丁
目
第
３
集
会
所

（
山
の
手
集
会
所
）

参
加
費
▼
１
０
０
円
（
１
家
族
に
つ
き
）

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

日　

時
▼
６
月
27
日
㈭　

10
時
〜

場　

所
▼
役
場
３
階
会
議
室

内　

容
▼
候
補
者
の
届
出
に
関
す
る
事
項
、

選
挙
運
動
の
あ
ら
ま
し
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

※
投
票
日
は
、
８
月
25
日
㈰
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償

還
金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年

額
上
限
６
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月

か
ら
60
ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
２
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
２
１
９
７　

内
線
４
１
１
）

各
種
お
知
ら
せ

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断

を
無
料
で
行
い
ま
す
。

　

耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建

て
の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。）

募
集
の
概
要
▼

◆
無
料
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数　

５
戸

※
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、

　

抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

募
集
期
間　

６
月
３
日
〜
９
月
27
日

※
耐
震
診
断
員
の
派
遣
は
、

　

10
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数　

２
戸

　

募
集
期
間　

６
月
３
日
〜
９
月
27
日

　

補
助
限
度
額　

60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐

震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
都
市
建
設
課　

管
理
係

（
☎
52
ー
２
１
９
７
）

　

申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
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人
権
施
策
推
進
協
議
会
研
修
会

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

和
木
町
福
祉
祭
を
開
催

　

和
木
町
人
権
施
策
推
進
協
議
会
で
は
、
一

人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
心
豊
か
な

地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
た
め
、
各
種
の

人
権
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
美
祢
市
で
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
大
元

公
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
考
え

る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日　

時
▼
７
月
１
日
㈪

　

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

講　

師
▼
移
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
　

輪
だ
ち
の
会
み
ね　

代
表　

大
元　

公

テ
ー
マ
▼
あ
な
た
の
満
足
・
わ
た
し
の
満
足

輪
だ
ち
の
会
み
ね
〜
一
人
ひ
と
り
の
道
標
〜

受
講
料
▼
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
５
，０
４
０
円
で
す
。
保
険
料
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
便
利
で
お
得
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い

方
に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
、
面
談
に
よ
り

早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
し
て
い

ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴
収

の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ

れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い
場
合
は
、
延

滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義

務
の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。
納
付
義
務
者
は
、被
保
険
者
本
人
、

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者
及

び
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
健
福
祉
課

窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て

　

保
険
料
が
納
め
ら
れ
て
い
な
い
状
態
で
障

害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
『
保
険
料

免
除
制
度
』
や
『
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納

付
猶
予
制
度
』
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
健
福

祉
課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
、
平
成

25
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
25
年

７
月
分
か
ら
平
成
26
年
６
月
分
ま
で
の
期
間

を
対
象
と
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
７
月
に
申
請
す
る
場
合

は
、
平
成
24
年
７
月
分
か
ら
平
成
25
年
６
月

分
ま
で
の
期
間
（
前
一
年
間
分
）
に
つ
い
て

も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
前
一

年
間
分
の
免
除
等
も
併
せ
て
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
申
請
書
を
２
枚
提
出
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
年
金
事
務
所

（
☎
24
ー
２
２
２
２
）

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

交
通
事
故
な
ど
で
治
療
を
受
け
る
と
き
は
届

出
が
必
要
で
す

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ

て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
で
も
、
保
健
福
祉
課
へ

届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
を

使
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
本
来
は
加
害
者
が
治
療
費
を

負
担
す
る
も
の
（
自
賠
責
保
険
な
ど
）
で
す

の
で
、
国
民
健
康
保
険
が
一
時
的
に
立
替
払

い
を
し
、
後
日
、
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
に
あ
わ
れ
た
と
き
は
、
必

ず
保
健
福
祉
課
に
連
絡
し
、
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
示
談
を
し
て
し
ま
う
と
、
給
付
費

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
示
談
の
前
に
必
ず
保
健
福
祉
課
に
ご
連

絡
、
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
時
に
必
要
な
も
の

●
被
保
険
者
証

●
印
鑑

●
交
通
事
故
証
明
書
（
人
身
事
故
の
も
の
）

入
院
さ
れ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
医
療
機
関
に
入

院
さ
れ
る
場
合
「
限
度
額
適
用
（
標
準
負
担

額
減
額
）
認
定
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
に

つ
い
て
は
高
額
療
養
費
の
適
用
区
分
に
応
じ

た
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
で
す
み

ま
す
。

　

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
医
療
機
関
に
入

院
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
保
健
福
祉
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
あ

る
世
帯
の
方
へ
は
、
お
渡
し
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、食
事
代（
食

事
療
養
費
）
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
70
歳
以
上
で
課
税
世
帯
の
方
は
、
高
齢
受

給
者
証
の
提
示
で
、
限
度
額
ま
で
の
負
担

で
す
む
た
め
、
認
定
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
食
事
代
の
軽
減

が
あ
り
ま
す
。）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

開
催
日
▼
６
月
15
日
㈯

場　

所
▼

●
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

10
時
〜

式　

典
▼
社
会
福
祉
活
動
に
対
す
る
功
績

者
等
へ
の
表
彰

　

講　

演
▼「
楽
し
く
生
き
る
コ
ツ
」

助
産
師　

姫
宮
万
寿
子
先
生

●
総
合
福
祉
会
館　

12
時
〜

軽
食
コ
ー
ナ
ー
▼
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
飲
物

即
売
コ
ー
ナ
ー
▼
林
研
グ
ル
ー
プ
、
青
い

　

鳥
グ
ル
ー
プ
、
福
祉
バ
ザ
ー

体
験
コ
ー
ナ
ー
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

展
示
コ
ー
ナ
ー
▼
園
児
・
児
童
の
絵
画
、

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
作
品
ほ
か

お
お
も
と

い
さ
お
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自
衛
官
等
募
集
採
用
説
明
会

生

改

連

朝

市

消
防
設
備
士
試
験

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
職
員
採
用
試
験

県
産
木
材
を
利
用
し
て

家
を
建
て
る
方
へ

日　

時
▼
７
月
９
日
㈫　

９
時
〜

場　

所
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
広
場

内　

容
▼
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

　

山
口
県
で
は
、
品
質
の
優
れ
た
優
良
県
産

木
材
等
を
利
用
し
、
耐
震
性
な
ど
の
一
定
の

基
準
を
満
た
す
住
宅
を
新
築
さ
れ
る
方
に
、

建
築
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額
▼
50
万
円

助
成
戸
数
▼
３
０
０
戸

住
宅
の
条
件
▼

○
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
一
戸
建
て

住
宅

○
延
べ
床
面
積
が
80
㎡
以
上

○
構
造
材
に
占
め
る
優
良
県
産
木
材
の
割
合

が
60
％
以
上
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
も
の

・
県
産
板
材
の
使
用
量
が
１
０
０
㎡
以
上

・
下
地
材
等
を
加
え
た
県
産
木
材
の
使
用
割

合
が
70
％
以
上

○
住
宅
性
能
表
示
で
次
の
基
準
を
満
た
す
も
の

・
耐
震
性
：
耐
震
等
級
２
又
は
免
震
建
築
物

・
耐
久
性
：
劣
化
対
策
等
級
３

・
省
エ
ネ
性
：
省
エ
ネ
対
策
等
級
４

問
合
せ
▼
山
口
県
企
画
流
通
課

　
（
☎
０
８
３
ー
９
３
３
ー
３
３
９
５
）

　

山
口
県
で
は
、「
和
服
裁
縫
業
」、「
男
子

既
製
洋
服
・
学
生
服
・
作
業
服
製
造
業
」
で

最
低
工
賃
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
低
工

賃
は
こ
れ
ら
の
事
業
場
の
家
内
労
働
者
に
適

用
さ
れ
、
品
目
や
工
程
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
山
口
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局
基
準
部
賃
金
室

（
☎
０
８
３
ー
９
９
５
ー
０
３
７
２
）

　

自
衛
官
等
募
集
採
用
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
６
月
21
日
㈮
〜
24
日
㈪

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

場　

所
▼

●
６
月
21
日
㈮

　

岩
国
市
役
所
５
階
会
議
室

●
６
月
22
日
㈯

　

山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域
事
務
所

　

由
宇
文
化
会
館
、
平
田
供
用
会
館
、

●
６
月
23
日
㈰

　

山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域
事
務
所

　

玖
珂
公
民
館
、
平
田
供
用
会
館

●
６
月
24
日
㈪

　

岩
国
市
役
所
５
階
会
議
室
、
和
木
町
役
場

問
合
せ
▼

　

山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域
事
務
所

（
☎
23
ー
１
５
８
０
））

採
用
予
定
人
員
▼
消
防
吏
員
（
消
防
士
・
救

急
救
命
士
）
９
名
程
度

受
験
資
格
▼

⑴
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

⑵
採
用
後
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
構
成
市

町
内
（
岩
国
市
、
和
木
町
）
に
居
住
で

き
る
方

受
付
期
間
▼
７
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

●
一
次
試
験

試
験
日
▼
９
月
22
日
㈰　

９
時
〜

場　

所
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
講
堂

試
験
種
目
▼
一
般
教
養
（
高
等
学
校
卒
業
程

度
）、
適
性
検
査

●
二
次
試
験

試
験
種
目
▼
面
接
、
論
文
、
身
体
検
査
、
体

力
検
査

採
用
予
定
日
▼
平
成
26
年
４
月
１
日

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
本
部
総
務
課

（
☎
22
ー
１
２
３
０
）

試
験
の
種
類
▼
甲
種
、
乙
種

試
験
日
▼
９
月
８
日
㈰

試
験
場
所
▼
下
関
市
、
山
口
市
、
周
南
市

受
付
期
間
▼

　

書
面
申
請
：
７
月
８
日
㈪
〜
19
日
㈮

　

電
子
申
請
：
７
月
５
日
㈮
〜
16
日
㈫

問
合
せ
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22
ー
１
３
２
０
）

受
講
対
象
者
▼

　

現
在
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る

方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

●
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月

31
日
の
間
に
受
講
し
た
方

●
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
危
険
物
取
扱

者
免
状
（
甲
種
、
乙
種
若
し
く
は
丙
種
）

の
交
付
を
受
け
、
過
去
に
受
講
し
て
い
な

い
方

講
習
日
▼

　

給
油
取
扱
所　

８
月
８
日
㈭

　

一
般
事
業
所　

９
月
20
日
㈮

　

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
定
事
業
所

７
月
25
日
㈭
、
26
日
㈮
、
８
月
９
日
㈮
、

27
日
㈫
（
い
ず
れ
か
１
日
）

講
習
会
場
▼

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

三
井
化
学
㈱
岩
国
大
竹
工
場
記
念
体
育
館

申
込
方
法
▼

　

受
講
申
請
書
に
手
数
料
（
４
，７
０
０
円

の
山
口
県
収
入
証
紙
）
を
貼
り
付
け
の
上
、

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
ま
た

は
、
最
寄
り
の
消
防
署
・
出
張
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
▼
講
習
日
の
20
日
前
ま
で

問
合
せ
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22
ー
１
３
２
０
）

最
低
工
賃
ご
存
じ
で
す
か
？
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無事故・無違反コンテスト
参加者募集！

　この制度は、次に該当される方の医療費の個人負
担分を公費（県・町）で負担するもので、対象とな
る方の申請により助成を受けられます。
対象者
●身体障害者手帳の１～３級所持者
●国民年金法で定められた、１級に該当する程度の
障害を有する方

●療育手帳の障害程度がＡ（重度）に該当する方
●精神障害者保健福祉手帳１級に該当する程度の障
害を有する方

※公営の施設入所者、生活保護法による保護を受け
ている世帯に属する方、原子爆弾被害者援護法に
よる一般疾病医療費の支給を受けることができる
方は該当しません。

※所得制限により該当しない場合もあります。
更新時期
　６月１１日㈫から受け付けます。
　７月１日以降は新しい受給者証をご利用くださ
い。

※現在、該当している方には、申請用紙を送付いた
します。

※新たに該当すると思われる方は保健福祉課にお問
い合わせください。

問合せ　保健福祉課（☎５２‐２１９５）

重度心身障害者医療費
助成制度更新手続き
重度心身障害者医療費
助成制度更新手続き

　この届は、前年の所得の状況と６月１日現在の養
育の状況などを調査し、引き続き児童手当を受ける
ことができるか確認するためのものです。現在児童
手当を受給されている方には個別に現況届を送付さ
せていただいております。必要書類を揃え、早めに
住民サービス課窓口に提出してください。
　この手続きをされないと、受給資格があっても６
月以降の手当を受けることができなくなります
届出時に必要なもの
・児童手当現況届（必要事項を記入・訂正してくだ
さい。）
・厚生年金等加入者の方
→健康保険被保険者証の写し
・平成２５年１月１日時点で和木町に住所のなかっ
た方
→平成２５年１月１日時点で住民登録をしていた市
区町村発行の平成２５年度（平成２４年分）所得
証明書
・印鑑
・養育している児童と別居している場合は、その児
童の属する世帯全員の住民票及び別居監護申立書
（申立書は住民サービス課窓口に備え付けてあり
ます。）
提出期限　６月２８日㈮
問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

児童手当現況届の提出は
６月２８日㈮までに
児童手当現況届の提出は
６月２８日㈮までに

内　容　県内のドライバーを対象に、交通安全意識
と交通マナーの向上、そして安全運転の習慣化に
より交通事故の防止を図るため、１５０日間の無
事故・無違反コンテストが実施されます。

受付期間　７月１日㈪まで
実施期間　７月４日㈭～１１月３０日㈯
参加費　一人６３０円
　無事故・無違反を証明する「運転記録証明書」の
申請手数料として必要です。

賞　品　参加者全員に運転記録証明書が交付されま
す。また、１年間無事故・無違反を達成された方
には、自動車安全運転センターが発行するＳＤカ
ードが交付されます。さらに、無事故・無違反を
達成されたチームの中から抽選により県産品、商
品券（最高１０万円）等の副賞が贈呈されます。
申込み　役場１階ロビーに備え付けの参加申込書に
記入し、チームの参加費を郵便局から払い込みの
上、「振替払込請求書兼受領証」を添えて、企画
総務課へお申し込みください。

問合せ　企画総務課（☎５２－２１３６）

無事故・無違反コンテスト
参加者募集！
無事故・無違反コンテスト
参加者募集！

　前年好評だった、歯科衛生士の早野泰枝先生を再
度お迎えし、介護予防講演会を開催いたします。 
　お口の仕組みの解説から、歯周病や栄養のチェッ
クまで、皆さまのためになるお話をたくさんしてく
ださいます。
 早野先生の講演を聞いて、和木町みんなで元気に
なっていきましょう。
日　時　６月２７日㈭　１３時３０分～１５時
場　所　総合コミュニティセンター３階集会室
講　師　早野歯科医院　歯科衛生士　早野泰枝先生
申込み　不要（どなたでも参加できます）
参加料　無料
問合せ　地域包括支援センター

　　　　（☎５２－２１９６）
　　　　総合コミュニティセンター

　　　　（☎５２－２１９１）
　駐車場はご用意できませんのでご理解ください。
ご迷惑をおかけしますがご理解とご協力をお願いし
ます。

介護予防講演会のご案内介護予防講演会のご案内介護予防講演会のご案内

～  幸せはお口の健康から  ～
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日　

時
▼
７
月
６
日
㈯ 

９
時
〜
12
時
30
分

　

雨
天
の
場
合
は
７
月
13
日
㈯

会　

場
▼
和
木
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
（
和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー
前
）

主　

催
▼
和
木
町
体
育
協
会ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部

参
加
料
▼
１
ペ
ア　

１
，
０
０
０
円

　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

試
合
方
法
▼

　

日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技
規
則　

申
込
方
法
▼
体
育
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

応
募
締
切
▼
６
月
28
日
㈮

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー（

☎
52
ー
２
８
１
１
）

日　

時
▼
６
月
14
日
㈮
〜
17
日
㈪
　

10
時
〜
18
時

　
（
14
日
は
12
時
開
館
、
17
日
は
16
時
閉
館
）

場　

所
▼
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
グ

内　

容
▼
油
絵
や
水
彩
画
な
ど
を
多
数
展
示

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

料　

金
▼
入
館
無
料

問
合
せ
▼
和
木
町
文
化
協
会

（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

　

５
月
５
日
こ
ど
も
の
日
に
、
和
木
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
に
お
い
て
、
第
24
回
和
木
町
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
町
制

施
行
40
周
年
を
記
念
し
、
岩
国
市
出
身
の
藤

井
か
す
み
プ
ロ
を
ゲ
ス
ト
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し

て
招
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
素
晴
ら
し
い
五
月
晴
れ
の
も
と
、

町
内
外
か
ら
１
９
７
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

藤
井
プ
ロ
と
の
ニ
ア
ピ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
藤
井
プ
ロ
よ
り
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
ゴ
ル
フ
用
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
の
売
上
は
、
和
木
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
全
額
を
寄
付
し
ま
し
た
。

（
和
木
町
体
育
協
会
）

入
賞
者
（
敬
称
略
）

ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
の
部

　

１
位　

浜
先　

章

　

２
位　

今
田　

光
明

　

３
位　

河
野　

典
子

イ
ン
ス
タ
ー
ト
の
部

　

１
位　

石
光　

聖
和

　

２
位　

加
藤　

慎
司

　

３
位　

植
木　

孝

キ
ッ
ズ
芸
能
祭
参
加
者
募
集

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
を
弾
こ
う
！

和
木
町
ゴ
ル
フ
大
会

町
制
施
行
40
周
年
記
念

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

第
15
回

美
術
教
室
絵
画
作
品
展

　

芸
能
面
に
お
い
て
優
れ
た
才
能
を
持
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
や
、
才
能
を
開
花
す
る
た

め
に
努
力
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日
▼
７
月
28
日
㈰　

14
時
〜
（
予
定
）

開
催
場
所
▼
文
化
会
館

応
募
資
格
▼

・
和
木
町
在
住
の
中
学
生
以
下
の
個
人

・
和
木
町
在
住
者
の
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
等

応
募
方
法
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参

加
者
多
数
の
場
合
は
審
査
に
よ
り
出
場
者

を
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
限
▼
６
月
14
日
㈮
ま
で

問
合
せ
▼
和
木
町
文
化
協
会

（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト

　

文
化
会
館
で
は
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ

ア
ノ
の
演
奏
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時
▼
６
月
９
日
㈰　

13
時
〜
16
時

場　

所
▼
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

募
集
対
象
▼

小
学
生
以
上
の
ピ
ア
ノ
経
験
者　

12
組

体
験
時
間
▼
５
分
（
レ
ッ
ス
ン
無
）

費　

用
▼
無
料

申
込
み
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
申
込
書
に
記
入
し
、
文
化
会
館
へ
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

そ
の
他
▼

●
レ
ッ
ス
ン
有
は
定
員
に
達
し
ま
し
た
。

●
演
奏
時
間
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
全
て
の
時
間
を
公
開
で
行
い
ま
す
。
観

覧
自
由
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
和
木
町
文
化
会
館

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）
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和

木

短

歌

会

和
木
俳
句
教
室
句
会

前
庭
に
霧
島
つ
つ
じ
咲
き
誇
る

　
　

花
を
見
む
と
て
出
た
り
入
っ
た
り

山
つ
つ
じ
傾
り
一
面
群
れ
咲
き
て

　
　

沈
み
ゆ
き
た
り
翠
な
す
山

夜
半
の
月　

光
の
階
段
駆
け
の
ぼ
り

　
　

彼
の
世
の
人
と
話
が
し
た
い

ク
ラ
ス
会　

幹
事
す
る
人
そ
の
昔

　
　

宍
道
湖
畔
に
夕
日
見
た
君

三
回
忌
に
母
の
遺
歌
集
家
を
出
る

　
　

友
の
手
に
ふ
れ
抱
か
れ
ゆ
き
ぬ

初
夏
や
鏡
の
顔
の
し
わ
深
し

錦
帯
橋
祭
り
の
旗
の
風
に
な
る

み
ど
り
児
の
産
毛
ふ
わ
り
と
若
葉
風

緋
牡
丹
に
顔
を
埋
め
て
憂
さ
は
ら
し

県
境
を
風
に
光
り
し
鯉
幟
り

杉
菜
の
子
杉
菜
と
な
り
て
詰
む
緑

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

（
4
月
句
会
）

広
宇
次
信
子

灰
岡　

裕
美

神
園　

静
美

竹
次　

兼
俊

横
川
美
代
子

う
ぶ
げ

な
だ

い
だ

あ

よ

み
ど
り

〜 

み
ど
り
の
か
ぜ 

〜

公
民
館
通
信

　
公
民
館
で
認
定
団
体
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
興
味
を
持
た
れ
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

活
動
日
▼
第
１
・
２
・
３
水
曜
日
14
時
〜
16
時

　

三
味
線
は
、
長
年
練
習
さ
れ
て
も
、
音
を
と
る
こ
と
が

難
し
い
楽
器
で
す
が
、

発
表
会
に
来
て
い
た
だ

い
た
方
に
、
三
味
線
の

音
に
心
を
和
ま
せ
、
心

の
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
も

ら
え
よ
う
に
、
熱
心
に

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

伝
統
芸
能
を
体
験
し

て
素
敵
な
音
色
を
奏
で

ま
せ
ん
か
？

○
民
謡
三
弦

活
動
日
▼
毎
週
水
曜
日
19
時
〜
21
時

　

楽
し
か
っ
た
こ
と
や
、
ど
こ
へ
行
っ
た
な
ど
、
一
週
間
の
出
来
事
を
外
人
の
先

生
と
、
自
由
に
話
し
ま
す
。
生
の
英
語
を
聞
き
た
い
人
、
英
会
話
に
慣
れ
た
い
人
、

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
勉
強
が
出
来
ま
す
。
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
言
え
る
よ
う

に
、
英
語
に
少
し
だ
け
で
も
慣
れ
て
も
ら
っ
て
、
興
味
を
持
て
る
た
め
に
利
用
し

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

○
英
会
話
教
室

活
動
日
▼
毎
週
木
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時

　

始
め
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、体
を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
に
、

体
の
奥
深
く
に
あ
る
筋

肉（
コ
ア
）を
意
識
し
な

が
ら
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
、骨
盤
の
ゆ
が
み
・

姿
勢
の
改
善
な
ど
に
効

果
的
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
、
み
ん
な
で
楽
し
く

行
っ
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
身
体
作
り
を

始
め
ま
せ
ん
か
？

○
ピ
ラ
テ
ィ
ス　

ル
レ
ー
ヴ　

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｉ
‐
Ａ
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藤本亮恵  さん

社
名
と
代
表
者
名
・
電
話
番
号
・
荷
物
の

品
名
』
を
メ
モ
し
て
配
達
員
に
返
し
て
く

だ
さ
い
。
配
達
員
も
事
情
は
分
か
る
筈
だ

し
、
メ
モ
し
た
発
送
者
（
会
社
の
代
表
者
）

宛
に
内
容
証
明
の
郵
便
を
送
れ
ば
、
裁
判

に
も
な
ら
な
い
し
、
今
後
、
送
り
つ
け
詐

欺
や
他
の
迷
惑
行
為
を
受
け
る
事
も
無
く

な
り
ま
す
。」
と
伝
え
た
ら
、
相
談
者
は
、

か
な
り
安
心
し
、
勇
気
を
持
っ
て
ア
ド
バ

イ
ス
ど
お
り
の
作
戦
実
行
に
取
り
組
む
様

子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

○
数
日
後
、
相
談
者
か
ら
役
場
担
当
者
に

次
の
内
容
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
結
局
、
詐
欺
ら
し
き
荷
物
は
来
な
か
っ

た
。
そ
う
言
え
ば
、
不
審
電
話
が
あ
っ
た

時
に
『
役
場
の
担
当
者
に
相
談
し
て
か
ら

返
事
し
ま
す
。』
と
、
不
審
電
話
を
か
け

て
き
た
者
に
話
し
た
。」

　

役
場
担
当
者
は
安
心
す
る
と
共
に
、

「『
役
場
の
担
当
者
に
相
談
し
ま
す
。』
の

一
言
だ
け
で
相
手
は
断
念
し
た
。
あ
な
た

み
た
い
な
人
は
被
害
に
は
遭
い
ま
せ
ん

よ
。」
と
答
え
、
相
談
者
と
と
も
に
苦
笑
。

事
が
済
め
ば
、
笑
い
話
の
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
最
近
、
あ
の
手
こ
の
手
で
、

判
断
力
や
記
憶
力
の
衰
え
た
高
齢
者
を

狙
っ
た
「
健
康
食
品
」
等
の
詐
欺
販
売
方

法
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
電
話
が

あ
っ
た
ら
断
っ
て
く
だ
さ
い
。
断
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
商
品
が
届
い
た
場
合
、
受

取
拒
否
を
し
て
く
だ
さ
い
。
何
か
お
か
し

い
な
？
心
配
だ
な
？
と
思
っ
た
ら
私
た
ち

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
を
受
け
る

前
後
と
も
被
害
防
止
に
全
力
で
努
め
ま
す
。

○
役
場
に
次
の
よ
う
な
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。

【
相
談
者
：
80
代
独
り
暮
ら
し
女
性
】

　

突
然
、
知
ら
な
い
業
者
か
ら
「
あ
な
た

が
注
文
し
た
健
康
食
品
を
明
日
送
る
か
ら
、

受
け
取
り
代
金
を
支
払
う
よ
う
に
。」
と
電

話
が
あ
っ
た
。「
申
し
込
ん
だ
覚
え
は
な

い
。」
と
断
っ
た
が
、「
申
込
書
も
あ
る
。

裁
判
に
し
て
も
い
い
。」
な
ど
と
言
わ
れ
、

不
安
で
怖
い
思
い
を
し
て
い
る
。

【
役
場
の
担
当
者
か
ら
の
回
答
】

　
「
送
り
つ
け
商
法
と
呼
ば
れ
る
手
口
の
詐

欺
に
違
い
な
い
か
ら
、
絶
対
に
商
品
を
受

け
取
ら
ず
、
お
金
も
払
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。」
と
伝
え
た
。
し
か
し
、
相
談
者
は
、

配
達
員
に
毅
然
と
断
る
勇
気
が
無
い
様
子

で
、
ま
た
、
裁
判
を
気
掛
か
り
に
し
て
い

る
と
感
じ
た
の
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と

対
応
を
相
談
し
た
。

　

再
度
連
絡
を
取
り
、「
配
達
員
を
待
た
せ

て
も
構
わ
な
い
か
ら
届
い
た
荷
物
に
貼
っ

て
あ
る
配
達
状
の
『
発
送
者
の
住
所
・
会

今月の納税

　町税などの納付は口座振替をご利用
くださいますようお願いします。

※６月末日が日曜日のため、今月の
　納期限は７月１日㈪となります。

問合せ ▼税務課（

１期分

６月分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

町県民税

町営住宅使用料

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 95

問
合
せ
・
相
談
先
▼

山
口
県
く
ら
し
の
安
心
推
進
員

藤
本
亮
恵
（
☎
53
ー
２
６
７
５
）

企
画
総
務
課　

担
当
：
明
本

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
や
文
字
放
送
に
掲
載
し
た

写
真
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。ご
希
望

の
方（
写
真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は

そ
の
ご
家
族
）は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（☎

52
ー
２
１
３
６
）

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
で
は
、

手
づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

※

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障

害
を
持
っ
た
方
の
社
会
的
な
活
動
や

経
済
的
な
自
立
を
促
し
、
障
害
者
の

社
会
参
加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

日
　
時
▼
６
月
12
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　

15
時
〜
15
時
30
分

場
　
所
▼
総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

　

と
言
い
つ
つ
も
被
害
者
の
ほ
と
ん
ど

は
、
相
談
能
力
や
相
談
相
手
を
持
た
な
い

人
で
、泣
き
寝
入
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

家
族
・
親
族
、
近
所
、
自
治
会
、
福
祉

関
係
ご
担
当
者
等
の
皆
さ
ま
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
一
丸
と
な
り
和
木
町
内
か
ら
腹

立
た
し
い
詐
欺
被
害
を
無
く
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

山
口
県
知
事
か
ら
「
山
口
県
く
ら

し
の
安
心
推
進
員
」
に
、
藤
本
亮
恵

さ
ん
（
和
木
１
丁
目
）
が
依
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

悪
徳
商
法
等
に
よ
る
消
費
者
被
害

の
防
止
の
た
め
、
町
内
で
の
見
守
り

活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。
消

費
生
活
に
関
す
る
お
困
り
事
は
、
ご

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

藤
本
亮
恵
（
☎
53
ー
２
６
７
５
）

消
費
者
生
活
相
談
お
任
せ
く
だ
さ
い
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　廃棄物の不法投棄は、依然として町内各地で発生しています。ポイ捨てなどの小さな不法投棄が積み重
なると、回復が困難な状況に発展する場合もあります。
　不法投棄をさせないきれいな町づくりに、皆さま方のご協力をお願いします。
　また、不法投棄の情報提供は、住民サービス課（☎５２－２１９４）までお願いいたします。

　第２次和木町地球温暖化対策実行計画（平成２４年度～平成２８年度）では、平成２２年度を基準年度として最終
年度（平成２８年度）に二酸化炭素排出量を６％削減することを目標としています。平成２３年度は１０．３％、平成２４
年度においては１１．２％削減されました。
　これは冷暖房機の温度設定の徹底や節電などによる電気使用量の削減が主な要因として挙げられます。
　今後も、全職員が様 な々取り組みにより地球温暖化対策の推進を図ります。

■実行計画対象施設　役場庁舎、文化会館、総合コミュニティセンター、体育センター、美術館、
　　　　　　　　　　学校給食センター、幼稚園、保育所、小学校、中学校
■二酸化炭素排出比率
　　　電気７６．２％、灯油１３．０％、LPガス７．１％、ガソリン２．４％、軽油１．３％

  
 kg CO

CO
CO

CO
CO kg kg  

 kg kg  

～地球温暖化対策～～地球温暖化対策～

（平成２２年度比較）

【
提
言
内
容
】

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
に
つ
い
て

　

僕
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
大
好
き
で
す
。
そ
こ

で
蜂
ヶ
峯
公
園
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
を
造
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
、
蜂
ヶ
峯
団
地
か
ら
体

育
セ
ン
タ
ー
に
行
く
た
め
困
っ
て
い
ま
す
。

【
回
答
】

　

和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
は
、
誰
で
も
気
軽
に
楽

し
め
る
公
園
と
し
て
人
気
が
高
く
、
近
隣
の
み
な
ら

ず
遠
方
か
ら
も
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
町
と
し
て
は
、
来
園
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
既
存
施
設
の
点
検
や
更
新
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
提
言
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ト
で
す

が
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
に
専
用
コ
ー
ト
を
新
た
に
作

る
こ
と
は
、
設
置
場
所
や
経
費
的
に
も
難
し
い
と
考

え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

競
技
人
口
は
、
過
去
に
あ
っ
た
テ
レ
ビ
番
組
等
に
よ

り
大
き
く
増
え
て
き
た
こ
と
も
承
知
し
て
お
り
ま

す
。
健
康
・
体
力
向
上
の
た
め
に
も
当
公
園
内
で
気

軽
に
シ
ュ
ー
ト
練
習
や
ス

ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
が
自
由
に
で
き
る

場
所
が
あ
っ
て
も
良
い
の

で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ほ
か
の
公
園
の
設
置

状
況
や
事
例
を
参
考
に
こ

れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
貴
重
な

提
言
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
長
へ
の
提
言
箱
か
ら

町
長
へ
の
提
言
箱
か
ら
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4
19

46
99

145
150

169
269

158
159

230
220
228
221
208
198
190

166
170

224

3 5
20

65
93

151
177
187
198

218
212

186
156

210
225

198
180

146
146
149

177
183

男　3,276人
（＋23）

女　3,282人
（－3）

平成25年5月1日現在
総人口　6,558人

世帯数　2,802世帯

和木町の面積　10.56km
（　）内は前月比

（＋20）

（＋21）

100 200100200 00

勤
務
場
所
▼
和
木
幼
稚
園

採
用
期
間
▼
平
成
25
年
８
月
１
日
〜平

成
26
年
３
月
31
日

勤
務
時
間
▼
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

賃
　
金
▼
日
額
６
，８
０
０
円
（
一
時
金
あ
り
）

資
　
格
▼

●
養
護
教
諭
（
看
護
士
又
は
保
健
師
資
格
を
有
す
る
者

も
可
）

●
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
人

募
集
人
数
▼
１
名

募
集
受
付
期
間
▼
６
月
３
日
㈪
〜
６
月
21
日
㈮

募
集
方
法
▼

ま
ず
は
、
和
木
幼
稚
園
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
面

接
日
の
調
整
を
い
た
し
ま
す
。
面
接
時
に
履
歴
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
和
木
幼
稚
園
（
☎
52
ー
２
７
０
７
）

　

４
月
28
日
に
執
行
さ
れ
た
参
議
院
山
口
県
選
挙
区

選
出
議
員
補
欠
選
挙
の
和
木
町
で
の
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

有
権
者
数　
　
　
　

５
，
０
９
３
人

　

投
票
者
数　
　
　
　

２
，
２
４
５
人

　

有
効
投
票
数　
　
　

２
，
２
２
１
票

　

無
効
投
票
数　
　
　
　
　
　
　

24
票

　

投
票
率　
　
　
　
　
　
　

44
・
08
％

候
補
者
別
得
票
数
（
和
木
町
開
票
分
）

　

江
島　

き
よ
し　
　

１
，
１
０
２
票

　

ふ
じ
い　

直
子　
　
　
　

１
０
５
票

　

か
わ
い　

美
和
子　
　
　
　
　

50
票

　

平
岡　

秀
夫　
　
　
　
　

９
６
４
票

代
替
養
護
教
諭
募
集

代
替
養
護
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　和木町議会では、町民の方の多様な意見を聴取し議会活動への理解を得るため、『議会まちづくり懇談
会』を次の日程で開催します。懇談会では、議会活動を町民の皆さまに報告し、町政全般の問題について
町民の方と議員による意見交換を行います。

※参加者の皆さまからのご質問・ご意見
を受けながらの懇談会です。
　皆さまのご来場を心よりお待ちしてい
ます。
問合せ　議会事務局（☎５２－２１３７）

開催日

６月24日（月） 19：00～ 和木１丁目集会所

６月25日（火） 19：00～ 和木４丁目第２集会所

６月27日（木） 19：00～ 公民館関ヶ浜分館

６月28日（金） 19：00～ 公民館瀬田分館

時　　間 場　　所

議会まちづくり懇談会の開催
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